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は じ め に

小稿の目的は，企業の人材育成の危機と大学教育におけるパラダイム変換１

とを関連づける視点を提供し，大学教育におけるキャリア教育の位置付けを再
考することにある。
バブル崩壊に対するわが国企業の対応は，債務・設備・人材の三つの過剰の

処理を焦点とするものであった。その中でも「人材の過剰」を処理するために
なされた人事制度の諸改革は，建前と本音の部分が大幅に乖離したものであっ
た。「成果主義」に代表されるように，人件費削減を暗黙裏の主目的とするが
故に，賃金ファンドの縮小の中で実施された結果，「成果」を上げた従業員の
報酬の減少を招き，従業員のモティベーションの低下と企業への信頼の喪失を
招くものとなった。成果主義実施の前提条件を充たさぬままの拙速な導入は，
結果として職場の荒廃と人材育成の困難さをもたらすことになったのである。
これらHRMに関わる諸プログラムが現在の職場に招来させたものを，中原

は次の三点に整理する。
１）長期にわたる職場での学習・自己研鑽のモティべーションの消失
２）組織フラット化による管理職の多忙と指導不足
３）能力の高い一への仕事の集中による能力格差の顕在化２

要するに職場における人材育成の機能不全であり，他方で，グローバル化・
技術革新の迅速化・市場ニーズの大幅かつ急速な変容に対応できる人材の早期
育成が企業に求められることになったのである。

１ 土持（２０１３）参照。
２ 中原（２０１３）p.４
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従来の日本企業のHRMの特徴とされた「遅い選抜」に表象される長期的な
しかもOJT中心の人材育成は，それを支える企業内基盤が上述の如く崩壊して
いる状況の下では，意図された結果を生み出しえないことになるのである。
「人材育成システム」の再構築が企業に取り重要な課題となる一方で，それは
また，人材を提供する側である大学に対し，教育内容・教育方法の変革が求め
られることになる。双方向的な授業，能動的な授業あるいはPBLなど現在マス
メディアに表出するキーワードに見られるような内容を含むカリキュラムの構
築が不可欠なものとなるのである。
小稿では，企業における人材開発担当者に関心の高い「経験学習」につき中

原（２０１３）を例にして整理すると共に，Becker（１９７２）が主張する「学習の
パラドックス」を福島（２０１０）に従って解読し，それら言説を踏まえて筆者が
実践してきたキャリア教育におけるPBLの可能性と限界を考察することにしよ
う。

１．HRMと経験学習

企業にとり「人材育成システム」の構築と運用は，その戦略と密接に絡まっ
ている。戦略的人的資源管理（SHRM）はまさにその課題に応えるものとして
形成されてきた。SHRMは「ベストフィット・アプローチ」と「ベストプラッ
クティス・アプローチ」に分類できるが，佐藤他はBoxall＝Purcellに従いこれ
らの議論を次元の違いとして指摘する。
すなわち，「第１に，企業環境や経営戦略によってそれぞれに適合的な人事

戦略や人事管理制度が存在すると同時に，それぞれに適合的な人事戦略や人事
管理制度にはベストプラックティスが存在すると理解できること。第２に，経
営戦略などに適合的な人事戦略や人事管理制度は異なるものであるが，異なる
人事戦略や人事制度には基本的な原理や原則があることによる。」３

われわれの主題との関連でこれらを敷衍すれば，ベストプラックティスに共
通する要素を経験により学習させる内容と方法を発見し，キャリア教育の実践
に導くことになる。

３ 佐藤他（２０１０）p.２０６

駿河台経済論集 第２３巻第２号（２０１４）

１２８



１．１ 経験学習の諸理論
中原によれば，経験学習の諸理論に共通するのは，①学習における経験・実

践の重視と，②経験の内容（反省的思考：reflection）である４。
中原（２０１３）は，経験学習の諸理論の基盤にはDewyの教育思想が反映して

いるとする。抽象的概念・記号を詰め込むのではなく，日常的な経験を重視し，
行為の文脈に根ざした学習の重要性を強調するのである。
中原に従い，経験学習の理論を，①経験学習モデル論，②経験からの学習論，

③批判マネジメント教育論，の３種に分類し，要約的に示すことにしよう。
１）経験学習モデル論
コルブ（Kolb）の提唱したモデルである。
「デューイの経験と学習に関する理論を『活動―内省』『経験―抽象』という
二軸からなる論理空間に構成しなおし，これら諸関係の間に循環型サイクルを
仮定し，経験学習モデルを構築した。……経験学習モデルにおいては『能動的
実験・具体的経験』と『内省的観察・抽象的概念化』という二つのモードが循
環しながら，知識が創造され，学習が生起すると考えられている。」５

コルブのモデルは，ショーン（Schon,１９８３）の「内省的実践家」概念と適
合しやすく，経験学習の一般的な説明に有用である一方で，企業経営の現場実
践への適用には更なる修正が必要であった。それに応えるのが，「経験からの
学習論」である。
２）経験からの学習論
マッコールを中心として説明する。彼は，従来のリーダー開発論の欠陥を背

景に次のように主張する。すなわち「従来のマネージャー教育やリーダーシッ
プ教育が『日常の仕事を離れ，教室・研修室で行われる傾向があったこと』や
『マネジメントやリーダーシップが天賦の才能である』と位置付けられる傾向
があったことを批判し，リーダーは現場の業務経験で発達することを主張した
のである。……リーダーシップを発揮しなければならない『経験』が，企業組
織の『戦略』に同期して付与され，かつその『経験』を行うことを支援するメ
ンタリングの機会，評価フレームワークなどが必要であることが明らかとなっ

４ 中原（２０１３）p.５
５ ibid. pp.６―７
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た。」６

マッコール（２００２）に見られるように，リーダーシップで成果を収めた上級
管理者の回顧的「物語り」の内に，リーダーシップ開発の契機として組織内経
験を見出すのである。
中原によれば，経験からの学習論で重要なのは，
「第一に，……『経験』とは『ビジネス戦略に合致した，現有能力を超える
跳躍が必要な経験』とされていることである。……
第二に，……『内省』の概念は，もともとこの理論的系譜には含まれないと

いうことである。」７

しかし，Schon（１９８３）の影響を受けて，「今では『経験からの学習論』に
おいても，管理職やリーダーの成長の源泉として内省の重要性が語られるよう
になっている。」８

「内省」の注目は，内省の内容についての議論を惹起する。何を，何時，ど
のように「振り返る」のかを明らかにしない限り，「内省」と「変容」との関
係を見出すことができないからである。
３）批判マネジメント教育論
批判マネジメント教育論の基本文献として，Reynolds and Vince（２００７）が

あり，所収のHyde（２００７），Trehan and Riggs（２００７），Welsh, Dehler and
Murray（２００７）では，大学院教育において提供される「教室」における「経
験」を論じている。
中原によれば，批判的マネジメント教育論で注目すべき点は，「第一に，こ

の場合の『経験』とは，主に，大学院や民間教育団体などの『教室』の中で準
備されるプロジェクト学習，問題解決学習として考えられる傾向がある。……
批判マネジメント論における経験とは，あくまで教育的意図の作動する空間に
おいて，第三者（多くは教育者）によってデザインされた学習機会をさす。
第二に，内省は個人によって担われるものではなく，数名のチームが単位と

なって対話を通して実現される傾向がある。そうした対話によって……個人が

６ ibid. p.７
７ ibid. p.８
８ ibid. p.８
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仕事を行う前提・状況・文脈に作動している権力や社会的関係を対象とした批
判的内省を導くことが目指されている。」９

われわれの観点からすれば，キャリア教育実践の場である「教室」の中で，
どのような「経験」を学生に与えることが，キャリア教育の眼目の一つである
学生生活から社会への移行の円滑化に資するかである。
その際に，格別注目せねばならないのはBecker（１９７２）の「学習のパラドッ

クス」の論理と背景である。

１．２ 経験の文脈的背景
われわれのキャリア教育実践において，企業の仕事活動に通底する科目を幾

つか設定している。企業等における仕事経験を中心におく就業経験型のイン
ターンシップ（科目名称は「インターンシップⅠ」，旧カリキュラムでは「イ
ンターンシップＡ」）と，企業現場でよく起きる「企画」業務に焦点をあてる
理論演習型のインターンシップ（科目名称は「インターンシップⅡ」，旧カリ
キュラムでは「インターンシップＢ」）である。筆者はインターンシップＢ・
インターンシップⅡの中で「学生によるリサーチ」を６年間にわたり担当し，
PBL型の授業を実践してきた。その際に，最も留意したのが職場での現場仕事
の背景を設定することであった。
この点で，「経験からの学習論」，「批判的マネジメント教育論」に通底する

課題と背景を持つことになる。
ベッカーの主張では，仕事現場では学習の余裕が無く，さらに新人に失敗さ

せるコストを考慮すれば，新人に学習の機会を与えることもためらわれること
になる１０。
企業におけるOJTを振り返れば，新人に新たな仕事を教えることは先輩によ

る指導を必須とするとは言え，先輩・指導者自身も仕事を抱えているために新
人に試行錯誤をさせる機会の提供以前に，新人からの疑問に適宜答えることが
困難な状況を見いだすことができる。
しかも，「日常的な実践というのは，単に些細なルーティンの繰り返しを意

９ ibid. p.８
１０ 福島（２０１０）p.１４７
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味するだけではなく，実際には様々な突発事件や，それへの緊急対応，複雑な
タスクの同時並行などを含んだ過程である。……こうした危険性を伴う日常実
践の過程で，学習に必要な試行錯誤の過程が，十全に担保できるか，更にその
保証が常にあるのか，というのがここでの焦点なのである。」１１

日常的な実践活動は，ルーティンな活動のみではなく，いわば定型的意思決
定と非定型的意思決定とが混交し，絡み合った過程として捉えることができる。
これは，経営者の活動過程を観察した「管理者行動論」の成果を想起させるの
みならず，実は，作業現場レベルにおける日常にも見いだすことができる。ト
ヨタ生産システムを典型とする現場における改善活動の実態を記す諸研究を繙
けば，この点を確認するのは容易である。
Becker（１９７２）の「現場では学習することはできない」とする論理は，上司

の「尻拭い」を許さぬ，現在の日本企業の現場を示すものである。そうであれ
ばこそ，仕事現場に移行する過程の中で，日常的な試行錯誤を通して「学習」
する機会を提供することは，社会的移行の円滑化に有用となろう。
実験的な試みがなされる社会空間とそれを支持する社会的猶予の構造を持つ

領域を「学習の実験的領域と呼び，そこで行われる行為を……日常的実験」１２と
福島は命名するが，この「日常的実験」を経験させる機会として職務とレリバ
ンスを持つPBLを捉えることができる。キャリア教育の使命である，就業観，
職業観の涵養を常に意識した「学習」だからである。

２．PBLの実践と課題

キャリア教育においてPBLを実践する場合に重視したのが現実世界とのレリ
バンスであった。新人が仕事を覚える社会的空間を職務と近似した日常世界の
中に作り出し，そこで日常的実験を試行させる過程を通して，仕事内容への関
心と，関連科目の「講義」との連関を見出させることになる。

２．１ 学生による〈入間〉活性化プロジェクト：学生によるリサーチ１３

文部科学省現代GPを獲得した上記プロジェクトの一環として企画したのが

１１ 福島（２０１０）p.１４９
１２ ibid. p.１５２
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インターンシップＢ「学生によるリサーチ」である。企業の商品企画部門が行
う仕事の一部を学生が体験してみるという試みである。企業から商品企画の課
題を受け，必要な調査・分析を行い，依頼企業に対して分析結果を踏まえた具
体的な提案を行うことになる。
１）２００４年度 脱臭液市場化プロジェクト・フェーズⅠ
入間市のＳ社の開発した天然素材の脱臭液の市場化を検討するプロジェクト

である。これはまた，入間市所在の企業，入間市，入間市商工会，駿河台大学
等が連携して行う産学官協力事業「元気な入間 ものづくりネットワーク」の
一部である販売第２グループの活動と連動している。参加学生１７名であった。
筆者が参加学生に商品特性，リサーチの基本の説明をした後，先ず使用対

象・方法を考えて「プレリサーチ」報告書を学生が提出する。教員のコメント
つきで商品サンプルを渡し，実際に使用し効果を検討し，「中間報告書」を提
出し，「中間報告書」に教員がコメントをつけて返却後，このコメントとリサー
チ結果を踏まえて「最終報告書」を提出した。
２）２００５年度 脱臭液市場化プロジェクト・フェーズⅡ
前年度に行った「脱臭液市場化プロジェクト・フェーズⅠ」の結果を受けて，

同一製品について，学生が，①「実際に使用してもらい，良い点，改善すべき
点を明らかにする」というモニタリングを「靴」を中心に行うとともに，②製
品のネーミング，③使用説明書の作成提案を行った。
マーケティング・リサーチの実習という側面を持ち，参加学生は２４名であっ

た。
このプロジェクトの成果である製品例は２００６年２月に行われた埼玉県西部地

域産業技術展示交流会（コアリッション２００６イン川越）の「元気な入間 もの
づくりネットワーク」のブース，ならびに「駿河台大学」のブースで展示され，
試供品として来場者に提供された。
３）２００６年度 シースループリント市場拡大リサーチ

１３ 以下の記述は，駿河台大学webページに掲載した筆者の記述をもとに加筆修正
を行ったものである。
〈http:／／www.surugadai.ac.jp／project／iruma／research.html〉２０１２年１２月１日
参照
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Ｍ社が開発したシースループリントの市場拡大を検討するプロジェクトであ
る。販売先として幼稚園を想定した企画書を提出した。
これら三つのプロジェクトは，商品企画過程の一部を日常的実験として体験

させるものであった。商品特性の把握をしたうえで，対象とする顧客のニーズ
を想定し，それらニーズを充たすことを「企画書」で説明できるまでを目標と
した。産学官連携事業の一環でもあったが，企画書の提出に留まり，対象製品
に関する企画内容のプレゼンテーションを企業に行うまでには到らなかった。
三つのプロジェクトは，それぞれ達成すべき商品企画の重点目標を異にしてお
り，それに沿って学習の焦点を変化させている。

２．２ 地域とゼミによる総合的キャリア教育：企画書作成とプレゼンテーショ
ン１４

このプロジェクトは文部科学省現代GP獲得事業「地域とゼミによる総合的
キャリア教育」における「インターンシップⅡ」として行ったものである。
以前のPBLと異なる点は，既存製品を対象とするのではなく，学生自らが新

たにビジネス・プランを策定し，当該プランの実現可能性を第三者の前でプレ
ゼンテーションすることにある。ビジネス・プランをゼロから策定するが故に，
「アイデアだし」が重要であり，さらに実現可能性を説得的に示せるためには
予想収益計算の妥当性を検討することが必須であり，それ故，以前と比べて，
日常的実験はより能動的になる。それはまた，教員による学習支援の態様を大
きく変えることになった。日常生活の中でアイデアを見出す過程を習慣化する
と共に，予想収益計算を行う必要上，商品・サービスの価格設定，原価見積ま
でも行うため，データ収集のセンスが要求されることになる。それらの日常的
実験を支援するスキームの構築を行い，段階的な指導によって「考える仕方と
センス」の必要性を学生に実感させることとなる。

２．３ ２００７年度インターンシップⅡ：学生によるリサーチ
提携協定を結んだ飯能信用金庫と共催の第１回「輝け！飯能プラニングコン

１４ 以下の記述は，筆者が提出した年度毎のプロジェクト完了報告書に加筆修正
したものである。
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テスト」への応募を通して，学生に対しビジネス・プラン作成の指導を行った。
「企画」業務の内容とそれに必要な技能を参加学生に理解させることを目的と
する。アイデアをビジネス・プランに具体化するためのSOPを示し，コンテス
トに応募するところまで当該プランをブラッシュアップさせることが眼目とな
る。
１）目標の設定：「輝け！飯能 プラニングコンテスト」に応募。
１２月２６日締切の「輝け飯能 プラニングコンテスト」に応募することを，第
一の目標にする。
ａ）応募するには，応募用紙に魅力的な「プラン」を示さなければならない。
そのために，次のような手順で作業を進めた。

ｂ）アイデアだし１：チャレンジショップなど「お店」の提案
方法：飯能市内，他の地域の商店街の観察
ⅰ）なぜ人通りが少ないのか。
ⅱ）どのような人が行き交っているのか。（年齢，性別，服装など，朝，
昼，夕方の時間帯）を見計らって，観察し特徴を調べる。

ⅲ）飯能以外の商店街，駅前界隈を見て，人通りの多い場所，人が多数
入っているお店を幾つか観察し，なぜ集客力があるかを考える。

ⅳ）自分自身が「あれば入ってみたい，利用したいお店」を考える。その
ような「ショップ」を，飯能市内の「どこに開店するか」，「どのような
お客様」が来ると期待されるのか，「どのような広告・販売促進」を利
用すれば効果的かを，実際のリサーチ（街角ウォッチング）をもとに提
案する。
毎日の生活の中で，少し変わった視点（企業の商品企画・店舗開発担当

者）で，通学する，遊びに行く街中を観察し，「こんなお店が飯能にあっ
たら良いのでは」を考える。
その際に，受講者自身の「オリジナリティ」を加えて，他では見られな

い特長を付け加えた提案をすると，もっと良い。
ｃ）アイデアだし２：西川材など地域資源，観光資源を活用したビジネスの
提案
飯能・名栗地区は，西川材，飯能焼きなどの特産品や「自然と清流の町」

と評される恵まれた自然，竹寺などの観光資源に恵まれている。
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これらの特産品や観光資源を活用したビジネスを提案することもできる。
若者，シニアなどある特性を持った年齢層を対象にした，「オリジナ

ル・パック・ツアー」の提案，などが一例である。
方法：
ⅰ）飯能の特産品，観光資源の特長をHPや市役所，飯能市観光協会に行っ
て調べる。

ⅱ）上記の調査をもとに，オリジナルな「ビジネス」を考える。ビジネス
の対象と予想される「お客様」とニーズの特性，ニーズを充たすことを
訴える「セールスポイント」，などを考えていく。

ｄ）リサーチ方法
必需品：小型のノート，筆記具，写真機能つき携帯電話機

ⅰ）メモ帳と携帯電話の写真機能とを組み合わせた街角ウォッチングの手
法
街を歩きながら，人が集まって「面白い」お店とその周りの商店街を

探す。とりあえず，「良さそう」と判断したら，ⅰ写真をとり，ⅱ撮っ
た場所の特徴，ⅲ日時，ⅳ曜日，ⅴよいと思った理由を，ノートにメモ
しておく。

上記のSOPにもとづいてアイデアを出し，KSFを確認し，収支計算を含む
FSを行う。これらの活動はグループ内で分担して行うと共に，適宜，グルー
プで集まり議論をし，企画書作成まで練り上げていく。教員はミーティングを
通して進捗状況を確認し，必要に応じて介入（intervention）し，ヒントを提
供して学生の試行錯誤を促すことになる。
２）教育効果
本講義の参加学生１１名（法学部８名，経済学部３名）を個人若しくは２から

３名のグループに編成し，ビジネス・プラン作成に取り掛かった。計６件が第
１回「輝け！飯能 プランニングコンテスト」に応募し，全員が書類選考を通
過し，面接審査に臨んだ。最終選考に２件４名が残り，２件とも「アイデア賞」
を獲得した。
下に掲げる「この活動でえたこと」と題するエッセイによって，本講義の教

育効果を検討する。
「私は，まず何もないところから１つの企画を生み出す大変さを実感しまし
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た。そして，その企画をさまざまな人に伝えるということも難しいということ
も感じました。
また，企画を生み出すにはその企画のことや企画に関連しそうなものをとこ

とん調べ上げていけば，企画のイメージが湧いてくるということも分かりまし
た。
今回は，ザクロを調べそこからザクロのお菓子，商品，店舗について，飯能

市についてなどたくさんのことを調べ上げて，やっと１つの企画になるという
ことを知り，今まで想像していた企画作りが覆されました。
また，私はグループで応募したので最初は人が多くて楽ができると思ってい

たのですが，話し合いをしてたくさんの意見を１つにまとめなければいけない
のが大変でした。しかし，グループでの大変さを知ることもでき，コミュニ
ケーション能力やグループディスカッションの難しさを今のうちに体験できた
のがよかったです。」
上記のコメントから指摘できるのは，学生の「常識」を覆す機会の提供であ

る。「企画作り」，「グループ作業」の実践は日常的実験であり，当該体験によっ
て，従来持っていた知識の修正を可能としたのである。
「今回のビジネス・プランを作成するにあたり飯能市の名物を使いどのよう
にして新しく斬新で皆が求めるような商品を考えるのには苦労しました。
どこにでもあるような商品では意味がないので，あまり見たことがないもし

くは今までにはないような商品にしようと考えた結果，原材料の産地を具体的
に明記した石鹸や入浴剤，香水にしようと決めました。この原材料の産地を具
体的に明記している商品は自分が調べた所なく，新しい商品になると思いまし
た。この商品のアイデア（強み）で今，大きな問題とされている商品の安全性
の面や飯能市のPRにも繋がることができたのでとても良かったです。
小澤先生が細かくプランについて指摘してくれたのでとても考えるのが楽し

く自分ひとりでは作れない内容の濃いものができました。」
このコメントから確認できるのは，商品企画におけるリサーチの深化体験で

ある。リサーチの結果，「気づき」が生まれ，それを契機に新しい商品開発へ
と結びつけることができたのである。この例では，原産地表示がブランド価値
を生み出すことを理解させるために，介入を行った。介入は正解を出させるの
を目的としない。教え込むのではなく，日常的実験の結果を次の実験へと導く
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方向性を示すことを中心としたのである。

２．４ ２００８年度インターンシップⅡ：学生によるリサーチ
参加者は，経済学部１２名，法学部８名の合計２０名である。参加者は，２から

３名で１グループを作り，第２回「輝け！飯能 プランニングコンテスト」に
応募することを第一の目標にして活動を行った。
本プロジェクト参加者２０名すべてが書類選考を通過し，第一次審査に進んだ。

最終審査に残った５組１２名に対しては，２月中に２回の個別指導を行った。審
査結果，優秀賞３件（７名），努力賞２件（５名）を獲得した。
下記入賞者によるエッセイを通して，PBLの効果を確認する。
「私たちは，カフェを企画し，事業経営することの難しさも知りました。事
業構造を調べるにあたって，いろいろな取引先と契約しなければなりません。
他にも，事業収支は，考えていた以上に高くなりました。しかし，利益もあま
り出ないことに気づき，事業収支の部分は大変でした。また，飯能市は，カ
フェなどの競合他社が多いです。事業経営するにあたって，他社との差別化を
しないと新規事業は難しいと改めて思いました。そして，顧客のニーズを考え
なければならないと思いました。
PowerPointを利用した企画書作成では，見ている人にわかりやすくするた

めに，何度も修正を行いました。たくさん文章を書いたり，難しいことを書い
ても興味を持ってくれないと思ったので，簡潔に興味を引くような企画書にし
ました。文章だけでなく，口頭の説明でも会場にいる人をどのようにしたら引
き込むことができるのか考えました。グループの人とお互いにプレゼンテー
ションし合って，アドバイスをしながらプレゼンテーションの練習をしました。
また，グループで企画を行ったので，意見を出し合い協力して企画すること

ができました。グループで協力して，一つのものを作り上げるすばらしさも学
びました。」
「私がこの活動で得たものは，状況を把握・分析し問題点を見つけ，それを
どのように改善するか考える力と，それを相手に分かりやすくプレゼンテー
ションする力です。
この企画の趣旨を理解していただく為に，プレゼンテーションにも力を入れ

ました。実現可能なプランを提案するということで，お店の収支はインテリア
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や調理器具の相場をインタネットで調べました。お店の場所は飯能駅周辺を実
際に歩き，候補地を何件か見つけました。お店の運営体制は個人経営のレスト
ランのサイトを見たり，お店に行くなどしてそれを元に考えました。プレゼン
テーションでは，パワーポイントを使い簡潔で分かりやすくこの企画の要点を
伝えるよう心がけました。」
上記２件は同じグループで活動を行い，優秀賞をえた例である。両名共に，

経済学部生で経営領域のゼミに属していた。それ故，経営戦略論，マーケティ
ング論，会計学を履修しており，企画書作成の基本となる経営的知識を備えて
いた。しかし，理論の基礎を知ることと，実際に企画書を作成することは直ち
には結びつかない。リサーチ活動を通して，自らの企画のFSをすることとな
り，ともすれば忘れがちな収支計算と経営戦略との連関に気づいたのである。
日常的実験が，期待する結果と実績との差異に気づくことから始まる好例で

あろう。さらに，「分ったこと」と「分ってもらうこと」の落差に気づかせら
れたのも収穫である。コミュニケーション能力の鍵を握る，伝える内容の背景
理解の重要性を理解できたからである。
「複数人で作業を行うことには困難が多くあった。例えば，作業を振り分け
て行うが効率よく作業が出来ないことが続いた。
しかし，このようなグループでの作業を続けていくにつれて，いかに皆で効

率よく作業をしていくかを学ぶことが出来た。また，納得のいかないところは
議論することによって自分の分からないことを理解できたり，よりいい案が出
てきたりすることがあった。このようなことから，議論の大切さを学ぶことが
おおいに出来た。
また，商品企画する上で，例えば，どのような顧客に買ってもらうかといっ

た提案，どのように販売するかといった販売経路を考える，商品のコストを考
えすべての費用を計算して無理の無い収支計画を立てるなどの，かなり多くの
ことを考えないといけないということを学んだ。このような経験をすることが
出来て，多少なりとも，どのように商品などを企画する場合の進め方や知識を
えられたと思う。
それに色々な費用の調査や競合他社製品を探すなどのこのような作業を通じ

て，調べる力もえられた。自分が企画をしてみて色々調べてみると多くのアイ
デア商品や企画がこの世の中にあることがわかった。ひろい視野を持つことに
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よって色々なアイデアが生まれてくるということを学んだ。
さらに，商品企画のプレゼンを通して，いかに相手に実現可能性が高いかと

思わせるということは困難かということを知った。しかし，パワーポイントの
アニメーションなどの効果を有効に使うことや図を入れることによって相手に
効果的に企画内容を伝えることが出来るということも学んだ。また，自分のグ
ループの発表を振り返ってみると，話のスピードや間の取り方，目線のくばり
かたなどもどのようにすれば上手くプレゼン出来るか学ぶことが出来た。」
上記も経営領域の学生である。グループワークにおける意思疎通・役割分担

についての気づきを確認できる。また，マーケティング・チャンネルの構築，
コスト計算，競合製品との比較分析等の相互連関についての理解が深まったこ
とも示されよう。これら連関の理解によってFSの要所を把握することが可能
となったのである。

要約と結語

HRMとキャリア教育との連関を論じる際に重要なのは，経営教育そのもの
がキャリア教育に繋がっていることである。就業観・職業観の涵養が大学にお
けるキャリア教育の基本とされているが，その際に重要なのが，経営について
知ることが，職務の実際と機能を理解することに深みを与えることである。
HRMの領域では企業内における人材育成との連関でキャリア教育を捉える

が，小稿では，大学から社会への円滑な移行を保障すること，さらに，RJPの
一環として理論・演習型インターンシップを把握し，そこにPBLを導入するこ
との意義を検討した。
教育から学習へのパラダイム変換を踏まえると，「学習」とりわけ「経験学

習」についてマネジメント教育と絡めた先行研究を俯瞰することが重要であろ
う。そのために，中原（２０１２，２０１３）を素材として取り上げたのである。ただ
し，状況論をそのまま受け入れるのではなく，Becker（１９７２）の主張と，そ
れを素材として状況論の難点を指摘する福島（２０１０）を参照したのである。
PBLの実践は容易ではない。そうであるが故に，標準的な教材と教育過程に

ついてSOPを準備することとともに，学生の思考様式・行動パターンの背景理
解にたち，リスポンスに即興的に対応する視点が必須となるのである。このよ
うに一般化するのはできるが，実践では常に試行錯誤を伴うことになる。学習
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と学習支援が日常的実験にならざるを得ないのを物語るものである。
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